
知らせお市からの

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
は
、
つ
る
が
何
か

に
巻
き
付
い
て
伸
び
る
性
質
を
持
つ

植
物
（
つ
る
性
植
物
）
を
窓
際
に
は

わ
せ
て
作
る
、
自
然
の
カ
ー
テ
ン
で
す
。

　

緑
色
に
茂
る
葉
は
、
見
た
目
が
涼

や
か
な
だ
け
で
な
く
、
直
射
日
光
を

遮
り
、
葉
か
ら
出
る
水
蒸
気
で
葉
の

周
囲
の
温
度
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
の
使
用
や
設

定
温
度
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
家
庭
で
で
き
る
地
球
温

暖
化
対
策
と
し
て
、
緑
の
カ
ー
テ
ン

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問環境課（西庁舎 1 階）☎ 0538-37-4874　ＦＡＸ 0538-37-5565

 6月は環境月間です

目にも涼やかな緑のカーテン作りに挑戦してみませんか

　

環
境
課
で
は
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
設

置
用
に
「
フ
ウ
セ
ン
カ
ズ
ラ
」
ま
た

は
「
チ
ョ
ウ
マ
メ
」
の
種
を
無
料
で

配
布
し
ま
す
（
ど
ち
ら
か
1
種
類
）。

▼
と
き

　

5
月
25
日
㈮　

午
前
9
時
～

▼
配
布
場
所

　

環
境
課
、
各
支
所
地
域
振
興
グ

ル
ー
プ

▼
対
象

　

市
内
在
住
の
方

▼
配
布
数

　

1
人
1
袋
ま
で
（
1
袋
10
粒
程

度
）
※
種
が
な
く
な
り
次
第
終
了

か
わ
い
い
の
が
お
好
き
？

フ
ウ
セ
ン
カ
ズ
ラ

①
種
を
一
晩
水
に
つ
け
る
（
気
温
が

十
分
に
上
が
っ
た
5
月
中
旬
か

ら
6
月
が
目
安
）

②
翌
日
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
20
㌢
ほ
ど

の
間
隔
で
種
を
ま
き
、
水
は
け

の
良
い
土
を
軽
く
か
ぶ
せ
る

③
プ
ラ
ン
タ
ー
は
日
当
た
り
の
良
い

暖
か
い
所
に
置
く

④
土
が
乾
き
始
め
た
ら
、
た
っ
ぷ
り

と
水
や
り
を
す
る

⑤
必
要
に
応
じ
て
わ
き
芽
の
摘
み
取

り
を
行
う

濃
い
ブ
ル
ー
の
花
が
涼
し
げ

チ
ョ
ウ
マ
メ

①
種
を
ま
く
前
に
、
水
で
濡
ら
し
た

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
間
に

種
を
敷
き
詰
め
て
、
1
週
間
ほ
ど

日
の
当
た
る
所
に
置
い
て
お
く

②
白
い
根
が
出
て
き
た
ら
20
㌢
ほ
ど

の
間
隔
で
種
を
2
粒
ず
つ
プ
ラ

ン
タ
ー
に
ま
く
（
5
月
下
旬
か

ら
6
月
の
暖
か
い
時
が
目
安
）

③
プ
ラ
ン
タ
ー
は
日
当
た
り
の
良
い

暖
か
い
所
に
置
く

④
水
や
り
は
朝
1
回
、
プ
ラ
ン
タ
ー

の
下
か
ら
水
が
出
る
程
度
に
す
る

⑤
芽
が
20
㌢
ほ
ど
に
育
っ
て
き
た
ら
、

巻
き
付
く
よ
う
に
伸
び
て
く
る

の
で
、
わ
き
芽
の
摘
み
取
り
を

忘
れ
ず
に
行
う

▲市役所本庁舎の緑のカーテン（昨年8月撮影）

▲濃いブルーの花が特徴のチョウマメ

▲▶フウセンカズラの実と種
種はかわい

いハート型 う

て

よ
み

育
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■ 

新
し
い
　
い
わ
た
茶
缶　

　

い
わ
た
茶
振
興
協
議
会
が
厳
選
し
た
、

磐
田
市
産
の
一
番
茶
葉
1
0
0
％
使
用
の

缶
飲
料
「
い
わ
た
茶
缶
」
の
販
売
が
4
月

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン

投
票
を
踏
ま
え
て
、
茶
缶
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
一
新
し
、
一
番
茶
の
魅
力
を
最
大
限
に

伝
え
ら
れ
る
「
い
わ
た
茶
缶
」
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。
缶
は
風
味
を
損
な
わ
ず
、
飲

み
や
す
い
大
き
さ
や
形
を
考
慮
し
ま
し
た
。

　

  ■ 

一
番
茶
の
お
い
し
さ
を

　

い
わ
た
茶
缶
の
特
徴
は
、
磐
田
市
産
一

番
茶
を
1
0
0
％
使
用
し
て
い
る
こ
と
で

す
。「
い
わ
た
茶
」
の
金
色
に
輝
く
き
れ

い
な
水す

い

色し
ょ
くと

一
番
茶
な
ら
で
は
の
香
り
を

生
か
す
た
め
、
茶
葉
の
使
用
量
や
抽
出
温

度
、
時
間
な
ど
を
細
か
く
調
整
。
渋
み
の

少
な
い
す
っ
き
り
と
し
た
味
わ
い
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

試
作
品
を
何
度
も
作
り
、
試
飲
を
し
、

意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
一
番
茶
の

魅
力
を
最
大
限

に
伝
え
ら
れ
る

「
い
わ
た
茶
缶
」

を
作
り
上
げ
ま

し
た
。

　

磐
田
市
産
の

お
い
し
い
お
茶

を
ぜ
ひ
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

味も、デザインも、一新！

いわた茶缶の販売が始まりました!!
問農林水産課（西庁舎 1 階）☎ 0538-37-4813　ＦＡＸ 0538-37-1184

▶標準小売価格
バラ売り　　　 110円（税込み）
1箱（24缶）　2,450円（税込み）
※５ケース以上は割引あり
▶販売場所
遠州中央農協の市内直売所、
しおさい竜洋、香りの博物館、
市役所本庁舎・西庁舎の自動販売機 など

　

今
ま
で
の
「
い
わ
た
茶
缶
」
は
、

主
に
磐
田
市
内
で
飲
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
「
い

わ
た
茶
缶
」
も
、
も
ち
ろ
ん
市
内

の
皆
さ
ん
に
飲
ん
で
も
ら
い
た
い

で
す
が
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
市

外
の
皆
さ
ん
に
も
手
に
取
っ
て
い

た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
人
に
い
わ

た
の
お
茶
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
「
い
わ
た
茶
缶
」
は
、

「
し
っ
ぺ
い
」
を
あ
し
ら
っ
た
素
敵

な
デ
ザ
イ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
普

段
飲
む
お
茶
と
し
て
も
、
お
土
産

と
し
て
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と

思
い
ま
す
。
1
本
1
本
の
お
茶
缶

を
多
く
の
人
に
届
け
た
い
で
す
。

「
い
わ
た
茶
」
の
お
い
し
さ
を

多
く
の
人
に
届
け
た
い

いわた茶振興協議会
理事長
鈴木　英之 さん

スクリュー式キャップで
持ち運びが便利

いわた茶の香りを
楽しめる広口の飲み口

磐田市産一番茶を
100％使用

ごくごく飲める
渋みの少ない
すっきりとした味わい

市イメージキャラクタ
ー「しっぺい」をあし
らったキュートで素敵
なデザイン

デザイン一新

さらにおいしくなった
いわた茶缶です

香

味

茶

柄

缶

内容量を300ml
に増量 量
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知らせお市からの

◆
調
査
員

　

腕
章
と
磐
田
市
長
が
証
明
し
た
現
地
調

査
員
証
を
携
行
し
た
現
地
調
査
員
（
左
記

委
託
業
者
）
が
行
い
ま
す
。
調
査
員
が
口

座
を
確
認
す
る
こ
と
や
金
銭
の
支
払
い
を

求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
実
施
計
画

◆
委
託
業
者

　

国
際
航
業
株
式
会
社

　

城
之
崎
3

－

5

－

2

　

☎
0
5
3
8

－

37

－

0
0
2
3

問
市
税
課
（
本
庁
舎
1
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
0
9

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

33

－

7
7
1
5

家
屋
照
合
調
査
を
実
施
し
ま
す

実施年度 調査地区

平成 30 年度 福田地区、豊岡地区

31 年度 豊田地区

27 年度
（実施済）

磐田地区
（中泉・於保・西貝・御厨・
南御厨・田原・今之浦）

28 年度
（実施済）

磐田地区（見付・大藤・
向笠・岩田）

29 年度
（実施済）

磐田地区（天竜・長野）、
竜洋地区

平
成
30
年
度
か
ら
の

住
民
税
（
個
人
市
県
民
税
）
の
主
な
改
正
点

問
市
税
課
（
本
庁
舎
1
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
2
6

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

33

－

7
7
1
5

◆
給
与
所
得
控
除
の
上
限
額
引
き
下
げ

　

平
成
30
年
度
（
平
成
29
年
中
の
収
入
）

以
後
は
、
給
与
収
入
金
額
が
1
0
0
0
万

円
を
超
え
る
場
合
の
給
与
所
得
控
除
額
が

2
2
0
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
創
設

　

職
場
の
定
期
健
康
診
断
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
な
ど
健
康
の
保
持
お
よ

び
疾
病
予
防
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
方
が
、
本
人
や
本
人
と
生
計
を
一
に
す

る
親
族
分
の
ス※
イ
ッ
チ
O
T
C
医
薬
品
の

購
入
費
を
1
年
間
に
1
万
2
千
円
を
超
え

て
支
払
っ
た
場
合
に
、
所
得
控
除
で
き
る

税
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

※
ス
イ
ッ
チ
O
T
C
医
薬
品
は
医
師
の
処
方
が

　

必
要
だ
っ
た
医
薬
品
か
ら
薬
局
な
ど
で
購
入
で

　

き
る
よ
う
に
転
用
さ
れ
た
医
薬
品
の
こ
と
で
す

▼
控
除
額

　

購
入
費
合
計
額
か
ら
1
万
2
千
円
を

超
え
る
額
（
控
除
限
度
額
8
万
8
千
円
）

※
従
来
の
医
療
費
控
除
と
は
併
用
で
き
ま
せ
ん

▼
適
用
期
間

　

平
成
29
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
33
年
12

月
31
日
ま
で
の
5
年
間
（
平
成
30
年
度
か

ら
平
成
34
年
度
の
個
人
住
民
税
で
適
用
）

▼
注
意

　

申
告
時
に
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
税
制
の
明
細
書
」
お
よ
び
健
康
診
断
ま

た
は
予
防
接
種
な
ど
を
受
け
た
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
書
類
（
例
：
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
領
収
書
や
健
康
診
断
の
結

果
通
知
表
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
健
康
診
断
な
ど
に
要
し
た
費
用

は
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の

控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

◆
医
療
費
控
除
の
申
告
時
に
お
け
る
「
明

細
書
」
の
添
付
義
務
化

　

医
療
費
控
除
や
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
税
制
の
適
用
を
受
け
る
方
は
、
領
収
書
の

添
付
ま
た
は
提
示
の
代
わ
り
に
「
明
細
書
」

を
申
告
書
提
出
の
際
に
提
出
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
経
過
措
置
と
し
て
平
成
30
年
度

か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
市
県
民
税
の
申
告 

（
平
成
29
年
分
か
ら
平
成
31
年
分
ま
で
の
所

得
税
の
確
定
申
告
）
は
、
医
療
費
の
領
収
書

の
添
付
ま
た
は
提
示
で
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
は
、
申
告

期
限
後
5
年
間
の
保
存
が
必
要
で
あ
り
、
求

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
領
収
書
の
提
示

ま
た
は
提
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
調
査
目
的

　

こ
の
調
査
は
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対

象
と
な
る
家
屋
を
正
確
に
把
握
し
、
固
定

資
産
税
の
公
平
か
つ
公
正
な
課
税
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
調
査
方
法

　

調
査
に
は
、
公
道
目
視
調
査
と
現
地
立

会
調
査
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
と
手
法

が
異
な
り
ま
す
。

▼
公
道
目
視
調
査

　

市
内
に
あ
る
全
て
の
家
屋
を
対
象
に
、

公
道
か
ら
市
の
家
屋
課
税
台
帳
の
登
録
内

容
と
家
屋
の
現
況
が
一
致
し
て
い
る
か
照

合
し
ま
す
。
所
有
者
の
方
が
立
ち
会
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
員
は
、
敷
地
内

に
は
立
ち
入
り
ま
せ
ん
。

▼
現
地
立
会
調
査

　

公
道
目
視
調
査
の
結
果
、
市
の
家
屋
課

税
台
帳
の
登
録
内
容
と
現
況
が
異
な
る
場

合
や
、
よ
り
詳
細
な
調
査
が
必
要
な
場
合

に
行
い
ま
す
。
ま
た
未
評
価
の
家
屋
は
、

評
価
額
算
定
の
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

家
屋
の
所
有
者
ま
た
は
居
住
者
の
方
に

は
、
個
別
に
調
査
日
を
連
絡
し
、
立
ち
会

い
の
下
で
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
員
は

建
物
内
に
は
立
ち
入
り
ま
せ
ん
。
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問
水
道
課
（
福
田
支
所
2
階
）

☎
0
5
3
8

－

58

－

3
1
1
0

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

58

－

3
1
2
3

　

市
で
は
、「
安
心
、
安
全
で
当
た
り
前
」

を
目
標
に
水
道
水
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
水
質
検
査
結
果
は
、
市
内
全

て
の
地
点
で
水
質
基
準
に
適
合
し
ま
し
た
。

数
値
は
次
の
と
お
り
で
す
。

昨
年
度
寄
せ
ら
れ
た
問
い
合
わ
せ

蛇
口
か
ら
濁
っ
た
水
が
出
ま
す

汚
れ
の
原
因
は
、
水
道
管
内
の
水
ア

カ
な
ど
が
一
時
的
に
出
た
た
め
で
す
。

近
年
、
水
道
水
の
使
用
量
が
減
っ
た
こ
と

で
水
の
流
れ
が
少
な
く
な
り
管
内
に
水
ア

カ
が
溜
ま
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
に
よ
る
水
道
管
内
の
洗
浄
作
業
で
順

次
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

お
風
呂
や
洗
面
台
の
底
に
赤
サ
ビ
の

よ
う
な
も
の
が
沈
ん
で
い
ま
す

宅
内
の
配
管
、
特
に
給
湯
器
周
辺
の

鋼
管
が
、
年
月
の
経
過
で
サ
ビ
が
出

る
場
合
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
配
管

の
更
新
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
更
新
が

完
了
す
る
ま
で
は
、
使
用
し
始
め
の
水
を

し
ば
ら
く
捨
て
て
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

「
宅
内
配
管
の
洗
浄
」
の
チ
ラ
シ
が
来

ま
し
た
が
、
市
で
行
い
ま
す
か
？

市
で
は
宅
内
配
管
の
洗
浄
を
行
い
ま

せ
ん
。
洗
浄
作
業
に
は
前
提
条
件
な

ど
が
あ
る
よ
う
で
す
。
実
施
す
る
・
し
な

い
は
業
者
と
よ
く
相
談
し
て
か
ら
ご
判
断

く
だ
さ
い
。

U
タ
ー
ン
就
職
し
た
方
の

奨
学
金
の
返
済
を
支
援
し
ま
す

問
秘
書
政
策
課
（
本
庁
舎
4
階
）

☎
0
5
3
8

－
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－
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市
で
は
、
U
タ
ー
ン
就
職
を
促
進
す
る

こ
と
で
若
者
の
定
住
人
口
増
加
を
図
る
た

め
、
U
タ
ー
ン
就
職
し
た
方
の
大
学
（
大

学
院
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校
、
高
等
専

門
学
校
を
除
く
）
在
学
中
に
借
り
入
れ
た

奨
学
金
の
返
済
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
奨
学
金

①
日
本
学
生
支
援
機
構 

第
一
種
奨
学
金

②
日
本
学
生
支
援
機
構 

第
二
種
奨
学
金（
元

金
相
当
）

③
そ
の
他
市
長
が
認
め
る
奨
学
金
（
元
金

相
当
）

■
対
象
者
（
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人
）

①
高
等
学
校
卒
業
時
に
磐
田
市
内
に
居
住

し
、
大
学
進
学
の
た
め
県
外
に
転
出
し

た
方

②
就
労
の
た
め
に
磐
田
市
内
に
転
入
し
、

対
象
期
間
中
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
現

に
居
住
し
、
就
労
し
て
い
る
方

③
大
学
在
学
中
に
対
象
と
な
る
奨
学
金
の

貸
与
を
受
け
、
卒
業
後
に
そ
の
返
済
を

し
て
い
る
方

④
申
請
年
度
の
前
年
度
以
前
に
就
労
し
、

奨
学
金
の
返
済
を
開
始
し
た
方

⑤
初
回
の
申
請
年
度
末
に
お
い
て
満
30
歳

以
下
の
方

⑥
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑦
奨
学
金
の
返
済
に
対
す
る
助
成
を
他
か

ら
受
け
て
い
な
い
方

■
補
助
金
の
算
定
対
象
期
間
・
交
付
対
象

経
費

　

前
年
度
（
平
成
30
年
度
申
請
の
場
合
は

平
成
29
年
度
）
1
年
間
の
就
労
期
間
中
に

返
済
し
た
元
金
相
当
分
の
奨
学
金
の
額

※
繰
上
返
済
分
、
滞
納
繰
越
分
は
含
み
ま

せ
ん

■
交
付
額

　

交
付
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内
の
額

で
年
間
12
万
円
を
限
度
（
千
円
未
満
の
端

数
は
切
り
捨
て
）

■
交
付
期
間

　

磐
田
市
に
U
タ
ー
ン
就
職
し
た
年
度
の

翌
年
度
か
ら
5
年
間

※
申
請
は
毎
年
度
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す

　

申
請
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
秘
書
政

策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度

上
水
道
水
質
検
査
の
報
告

平成 29 年度　上水道水質検査結果
検査項目 基準値 検査結果

一般細菌 100 個 / ㎖以下 0 ～ 3 個 / ㎖以下
大腸菌 不検出 不検出
塩化物イオン 200 ㎎ / ℓ以下 4.3 ～ 14.0 ㎎ / ℓ
有機物 3 ㎎ / ℓ以下 0.2 未満～ 0.5 ㎎ / ℓ
㏗値 5.8 ～ 8.6 7.2 ～ 7.9
味 異常でないこと 異常なし
臭気 異常でないこと 異常なし
色度 5 度以下 0.5 未満～ 0.6 度
濁度 2 度以下 0.1 未満～ 0.2 度

QAAA QQ
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知らせお市からの

大
雨
に
備
え
て
安
心

土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す

問
道
路
河
川
課
（
西
庁
舎
2
階
）

☎
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5
3
8

－

37

－

4
8
0
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－
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3
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近
年
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
い
わ
れ
る
短
時

間
で
局
地
的
に
降
る
大
雨
や
、
台
風
な
ど

に
よ
る
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
に

は
、
行
政
の
対
応
と
と
も
に
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
も
自
ら
行
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
大
雨
に
備
え
、
自
分
で

土
の
う
を
作
り
、
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け

る
場
所
「
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
西

庁
舎
北
側
と
各
支
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

■
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

使
い
方

▼
土
の
う
を
作
る
際
は
、
下
記
の
申
請
受

付
場
所
で
申
請
が
必
要
で
す

▼
一
回
の
申
請
に
付
き
、
一
世
帯
当
た
り

土
の
う
20
袋
を
上
限
と
し
ま
す

▼
利
用
費
は
掛
か
り
ま
せ
ん

▼
設
置
場
所
を
案
内
し
ま
す
。
各
自
で
土

の
う
を
作
り
、
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い

▼
作
っ
た
土
の
う
の
管
理
や
保
管
は
、
各

自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い

▼
安
全
の
た
め
、
荒
天
時
や
夜
間
の
土
の

う
作
り
は
禁
止
し
ま
す

道路河川課 ☎0538-37-4808

福田支所地域振興グループ ☎0538-58-2370

竜洋支所地域振興グループ ☎0538-66-9100

豊田支所地域振興グループ ☎0538-36-3150

豊岡支所地域振興グループ ☎0539-63-0020

受付時間　午前8時30分～午後5時15分
　　　　　※月～金曜日（祝日、年末年始除く）

申請受付場所・設置場所

問
危
機
管
理
課（
防
災
セ
ン
タ
ー
2
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
9
0
3

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

32

－

0
1
7
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地
震
に
よ
る
火
災
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　

阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
で

発
生
し
た
火
災
原
因
の
約
6
割
は
、
電
気

器
具
の
転
倒
や
停
電
後
の
電
気
復
旧
時
に

発
生
し
た
電
気
火
災
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
が
起
き
た
ら
「
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー

を
切
っ
て
か
ら
避
難
す
る
」
こ
と
は
基
本

で
す
が
、
万
一
の
際
の
出
火
防
止
対
策
と

し
て
、
市
で
は
、
自
動
的
に
電
気
供
給
を

遮
断
す
る
「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
取
り

付
け
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
始

め
ま
す
。

▼
補
助
対
象

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
購
入
経
費
お
よ
び
設

置
工
事
に
要
す
る
経
費

※
新
築
の
場
合
は
、
機
器
代
金
（
感
震
性
能

に
相
当
す
る
経
費
）
の
み
の
補
助

▼
対
象
者

・
市
内
に
住
宅
を
所
有
ま
た
は
居
住
し
て
い

る
人
（
ア
パ
ー
ト
含
む
）

・
市
内
に
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

新
築
す
る
人

※
1
世
帯
に
付
き
、
申
請
は
1
回
限
り

▼
補
助
額

　

機
器
代
金
お
よ
び
設
置
費
用
の
3
分
の
2

（
上
限
5
万
円
、
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

▼
申
し
込
み

　

申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

必
要
書
類
を
添
え
て
、
危
機
管
理
課
ま
た

は
各
支
所
市
民
生
活
課
へ

※
郵
送
で
の
申
請
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん

※
新
築
で
の
設
置
を
希
望
す
る
場
合
は
、
設

置
前
に
危
機
管
理
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

▼
そ
の
他

　

電
気
工
事
の
有
資
格
者
に
よ
る
工
事
の

た
め
、
電
気
工
事
店
の
紹
介
が
必
要
な

場
合
は
、
静
岡
県
電
気
工
業
組
合
（
☎

0
5
3
7

－

22

－

5
8
1
5
）
へ
。

補助対象とする感震ブレーカー（イメージ）

感震機能付き
分電盤タイプ

分電盤内に内蔵されたセン
サーが地震の揺れを感知
し、ブレーカーを切って電
気を遮断するもの

既存の分電盤に感震機能を
外付けするタイプで、セン
サーが地震の揺れを感知
し、ブレーカーを切って電
気を遮断するもの

既存分電盤への
増設タイプ
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▼
補
助
対
象

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
購
入
経
費
お
よ
び
設

置
工
事
に
要
す
る
経
費

※
新
築
の
場
合
は
、
機
器
代
金
（
感
震
性
能

に
相
当
す
る
経
費
）
の
み
の
補
助

▼
対
象
者

・
市
内
に
住
宅
を
所
有
ま
た
は
居
住
し
て
い

る
人
（
ア
パ
ー
ト
含
む
）

・
市
内
に
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

新
築
す
る
人

※
1
世
帯
に
付
き
、
申
請
は
1
回
限
り

▼
補
助
額

　

機
器
代
金
お
よ
び
設
置
費
用
の
3
分
の
2

（
上
限
5
万
円
、
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

▼
申
し
込
み

　

申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

必
要
書
類
を
添
え
て
、
危
機
管
理
課
ま
た

は
各
支
所
市
民
生
活
課
へ

※
郵
送
で
の
申
請
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん

※
新
築
で
の
設
置
を
希
望
す
る
場
合
は
、
設

置
前
に
危
機
管
理
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

▼
そ
の
他

　

電
気
工
事
の
有
資
格
者
に
よ
る
工
事
の

た
め
、
電
気
工
事
店
の
紹
介
が
必
要
な

場
合
は
、
静
岡
県
電
気
工
業
組
合
（
☎

0
5
3
7

－

22

－

5
8
1
5
）
へ
。

　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や
倒

木
に
よ
り
、
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
の
通

行
に
支
障
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
歩

行
者
お
よ
び
自
動
車
な
ど
の
通
行
や
、
強

風
、
大
雨
の
際
の
安
全
確
保
の
た
め
、
所

有
す
る
樹
木
の
管
理
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

倒
木
な
ど
が
原
因
で
歩
行
者
や
自
動
車

な
ど
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
の

所
有
者
の
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
次
の
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ
る
場

合
、
所
有
す
る
樹
木
の
伐
採
ま
た
は
枝
払

い
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
道
路
、
歩
道
へ
樹
木
が
張
り
出
し
て
い
る

▼
枯
れ
木
、
折
れ
枝
な
ど
に
よ
る
通
行
へ
の

支
障
が
あ
る（
ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
）

▼
竹
や
草
な
ど
の
繁は
ん

茂も

に
よ
る
通
行
へ
の

支
障
が
あ
る（
ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
）

樹
木
の
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る
樹
木
の
管
理

問
道
路
河
川
課
（
西
庁
舎
2
階
）
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　　　　　　　倒木により道路交通の危険となる恐れがある樹木の所

有者が、その樹木を除去するのに掛かった費用を助成す
る制度です。申し込みなど詳しくは、道路河川課へお問
い合わせください。
▶対象樹木

木の高さがおおむね10㍍以上、かつ幹の太さが胸高で
20㌢以上ある樹木で、倒木により交通の支障となる恐
れのあるもの

▶補助内容
樹木の所有者などが、樹木を除去するのに掛かる費用
のうち、2分の1以内の額（20万円が限度）を補助します

磐田市危険木除去事業費補助制度のご案内作
業
時
の
注
意
事
項

①
電
線
や
電
話
線
が
あ
る
箇
所
の
作
業
は
、

危
険
を
伴
う
場
合
が
あ
る
の
で
、
事
前
に

最
寄
り
の
中
部
電
力
㈱
営
業
所
ま
た
は

N
T
T
支
店
に
連
絡
し
、
立
ち
会
い
の
も

と
で
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

②
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
通
行
す
る
歩
行

者
お
よ
び
自
動
車
な
ど
の
安
全
確
保
と
、

樹
木
か
ら
の
転
落
な
ど
に
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い

4
㍍
未
満
の
道
路
に
接
し
て

門
・
塀
・
擁よ

う

壁へ
き

な
ど
を
設
置
す
る
際
の
ル
ー
ル

問
建
築
住
宅
課
（
西
庁
舎
2
階
）

☎
0
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9

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

33

－

2
0
5
0

ル
ー
ル
を
守
り
安
全
で

環
境
の
良
い
ま
ち
づ
く
り
を

　

建
築
基
準
法
は
、
建
築
す
る
場
合
の
最

低
限
の
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

建
築
物
は
、
原
則
と
し
て
幅
員
4
㍍
以

上
の
道
路
に
接
し
て
い
る
敷
地
に
し
か
建

築
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
幅
員
が
4
㍍

未
満
で
も
法
が
適
用
さ
れ
る
前
か
ら
建
築

物
が
立
ち
並
ん
で
い
る
道
（
幅
員
1
・
8

㍍
以
上
）
は
道
路
と
み
な
し
、
建
築
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
み
な
し
道
路
」
は
、
道
の
中
心

線
か
ら
両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
2
㍍
（
道
の
反

対
側
に
河
川
・
が
け
地
・
線
路
敷
地
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、
河
川
な
ど
の
境
界
か
ら

敷
地
側
に
4
㍍
）
を
道
路
境
界
（
後
退
線
）

と
し
、
そ
の
区
域
内
に
建
築
物
だ
け
で
な

く
、
門
・
塀
・
擁
壁
な
ど
を
造
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
全
で
環
境
の
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
こ
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
道
路
境
界
線
と
後
退
線
の
間
（
後
退
線
内
）

に
門
・
塀
・
擁
壁
な
ど
の
構
造
物
が
あ
る

場
合
は
、
建
築
行
為
を
行
う
際
に
撤
去
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

○
現
在
、
後
退
線
内
に

門
・
塀
・
擁
壁
な
ど
が
あ
る
場
合

2m 2m

2m 2m

4m

1.8m以上
4m未満

1.8m以上
4m未満

B
家

（
既
存
建
築
物
）

A
家

（
新
築
・
増
改
築
）

Ａ
家（
新
築
・
増
改
築
）

Ｂ
家（
既
存
建
築
物
）

道路道路 建築行為
既存建築物

建築物

建築行為前建築行為後 1.8m以上4m未満

2m 2m

1.8m以上4m未満

2m 2m

門・塀・擁壁など

建築行為後の門・塀・擁壁など

道路中心線
道路境界線
後退線

道路中心線
道路境界線
後退線

後
退
線

道
路
中
心
線

後
退
線

道
路
中
心
線

後
退
線

後
退
線現況道路幅員

現況道路幅員

後退線内を避けて
新設した門・塀・擁壁など
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知らせお市からの

問ジュビロ磐田メモリアルマラソン実行委員会（磐田市体育協会内）☎ 0538-33-3443　ＦＡＸ 0538-37-0456

開
催
日
決
定
！

　

昨
年
、
1
万
1
3
5
4
人
に
申

し
込
み
を
い
た
だ
い
た
ジ
ュ
ビ
ロ

磐
田
メ
モ
リ
ア
ル
マ
ラ
ソ
ン
。
今

年
は
11
月
18
日
㈰
に
「
ヤ
マ
ハ
ス

タ
ジ
ア
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
会
場
と
し
て
、
磐
田
地

区
や
福
田
地
区
の
コ
ー
ス
を
ラ
ン

ナ
ー
が
駆
け
抜
け
ま
す
。

　

沿
道
か
ら
の
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

オ
ー
ル
磐
田
で
盛
り
上
げ
よ
う

　

本
大
会
は
、
ラ
ン
ナ
ー
は
も
ち

ろ
ん
、
応
援
す
る
人
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
が
「
笑
顔
に
な
れ
る
」

大
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ

ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
多
数
の

出
店
ブ
ー
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

沿
道
で
は
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
の
選
手

や
自
治
会
、
園
児
に
よ
る
応
援
、

ラ
ン
ナ
ー
と
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
な
ど
、

皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
催
し
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

参
加
ラ
ン
ナ
ー
募
集

ス
タ
ー
ト

　

11
月
18
日
㈰　

午
前
9
時
20
分

申
し
込
み

①
郵
便
： 

６
月
30
日
㈯
ま
で
に
、

市
役
所
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
、

総
合
体
育
館
な
ど
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
郵
便
局
窓
口
で
参
加

料
を
添
え
て
申
し
込
み

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
携
帯  

サ
イ
ト
：
8
月
31
日
㈮
ま
で
に
、

　
「
R
U
N
N
E
T
」
か
ら
申
し
込
み

参
加
費

会
（
一
部
ア※

ー
ル
ビ
ー
ズ
ス
ポ
ー

ツ
財
団
基
準
に
準
拠
）
の
完
走
記

録
デ
ー
タ
を
集
計
し
、
男
女
別
1

歳
刻
み
で
ラ
ン
キ
ン
グ
す
る
企
画

で
す
。「
R
U
N
N
E
T
」
上
で
、

自
分
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
検
索
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
大
会
は

日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス
で
は
な
く
、

ア
ー
ル
ビ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
財
団
基

準
に
準
拠
す
る
も
の
で
す
。

※アールビーズスポーツ財団・・・市民参加型スポーツイベント
　を支援している一般財団法人

11月18日㈰午前9時20分スタート

区分 対象 金額
ハーフ 一般・高校生 4,500円

5km
一般・高校生 4,000円
中学生（市外） 2,500円
中学生（市内） 1,500円

3km

小学生（市外） 2,000円
小学生（市内） 1,000円
ファミリー 1組 5,000円
カップル・夫婦 1組 6,500円

ジュビロ磐田メモリアルマラソンが
「2017 全国ランニング大会100撰」に
選ばれました!!

　全国ランニング大会100撰とは、全国で1,500以上開催され
ているランニング大会の中で、出場したランナーの投票やラン
ナーのクチコミ「大会レポ」の評価点を基に、月刊ランナーズ
編集部の審査によって選ばれる大会で、毎年発表されています。

▲全国ランニング大会100撰
　の表彰状

▲日本を代表する大会となったジュビロ磐田メモリ
　アルマラソンに、ぜひご参加ください！

日
本
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
キ

ン
グ
の
対
象
大
会
に

　

今
大
会
も
、
日
本
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
ラ
ン
キ
ン
グ
の
対
象
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
挑
戦
し

て
み
て
く
だ
さ
い
！

　

日
本
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン

キ
ン
グ
は
、
1
年
間
（
1
～
12

月
）
に
開
催
さ
れ
た
、
日
本
陸
連

公
認
コ
ー
ス
を
使
用
す
る
対
象
大

▲ジュビロ磐田の選手との交流もこ
　の大会の楽しみの一つです

 笑顔で磐田をうめつくせ!!

第21回ジュビロ磐田メモリアルマラソン
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